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2005.5.9 MBEWARE 

 

ポケットロジアナソフトアップデートマニュアル Ver5.12 対応 

 
はじめに 

 ポケットロジアナソフトをインストールしていないパソコンの場合、「1.新規インストール」を行ってくださ

い。 

 ポケットロジアナソフトをインストールしているパソコンの場合、「２．ソフトウェアの更新」を行ってくださ

い。 

USB ドライバについては、「３．1 USB ドライバのバージョンを調べる」をご覧ください。 
 
 
 
＜目次＞ 
１． 新規インストール    ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．2 

２． ソフトウェアの更新    ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．3 

３． USB ドライバの更新 
３．１ USB ドライバのバージョンを調べる  ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．４ 
３．２ Windows XP の場合   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．5 
３．３ Windows 2000 の場合   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．12 
３．４ Windows Me の場合   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．22 

 
[参考] 3.2 や 3.4 の方法でうまく行かない場合、「３．3 Windows 2000 の場合」のように、ポケットロ

ジアナ PL-*** に対応する oem*.inf を最初に削除する方法もあります。 
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１．新規インストール 

 

 ここでは概略を説明いたします。新規インストールの詳細は、マニュアルの導入編をご覧ください。 

 
（１） パソコンにポケットロジアナを接続しない状態で、 

Windows Me では、PocketLogiana_Me.msi をダブルクリックします。 

Windows 2000, XP では、PocketLogiana_2000_XP.msi をダブルクリックします。 

ウィザードに従って、ポケットロジアナソフトのインストールを行います。 

 

（２） ポケットロジアナを接続します。新しいハードウェアの追加ウィザードに従い、USB ドライバを認識

させます。途中、INF の場所を聞いてきます。 

Windows Me, 2000 の場合 

ダウンロードした plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_Me_2000¥INF フ

ォルダを指定します。パソコンを再起動します。 
 
Windows XP の場合 

ダウンロードした plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_XP¥INF フォルダ

を指定します。 
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２．ソフトウェアの更新 
 
（１） パソコンにポケットロジアナを接続しない状態で、 

「コントロールパネル」の「プログラムの追加と削除」で、ポケットロジアナを選び、「削除」ボタンを押して、

ポケットロジアナのアンインストールを行ってください。 

 

（２） Windows Me では、 PocketLogiana_Me.msi をダブルクリックします。Windows 2000, XP では、

PocketLogiana_2000_XP.msi をダブルクリックします。 

ウィザードに従って、ポケットロジアナソフトのインストールを行います。 
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３．USB ドライバの更新 

 

３．１ USB ドライバのバージョンを調べる 
Windows Me, 2000 の場合 

C:\WINDOWS\system32\driverｓフォルダ（Me の場合）、または C:\WINNT\system32\driverｓフォ

ルダ（2000 の場合）の windrvr.sys の位置で右クリックし、プロパティを選びます。バージョン情報タブを

クリックし、ファイルバージョンが 5.2.1.0 であることを確認します。USB ドライバのバージョンが 5.2.1.0

の場合、何もする必要はありません。USB ドライバのバージョンが 5.2.1.0 より以前の場合、USB ドライ

バの更新を行います。 
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Windows XP の場合 

C:\WINDOWS\system32\driverｓフォルダの CyUSB.sys を探します。CyUSB.sys がなければ、

USB ドライバの更新を行います。 
CyUSB.sys があった場合、CyUSB.sys の位置で右クリックし、プロパティを選びます。バージョン情

報タブをクリックし、ファイルバージョンが 1.3.375.0 であることを確認します。USB ドライバのバージョン

が 1.3.375.0 の場合、何もする必要はありません。USB ドライバのバージョンが 1.3.375.0 より以前の場

合、USB ドライバの更新を行います。 
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３．２ Windows XP の場合 
 
（１） ポケットロジアナをパソコンに接続します。 
 
（２） スタートメニューからコントロールパネルを選びます。 
 
（３） 「システム」をダブルクリックします。システムが見つからない場合、「クラシック表示に切り替える」

をクリックすると、「システム」が現れます。 
 
（４） 「システムのプロパティ」ダイアログが開きますので、「ハードウェア」タブをクリックしてください。

「デバイスマネージャ」ボタンを押してください。 
 

 [3.1.1] 
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（５） Jungo の下（または、ヒューマンインターフェースデバイスの下）の Pocket Logiana PL-***の

位置で、右クリックして「ドライバの更新」を選んでください。 
 

 [3.1.2] 

 
（６） 「いいえ、今回は接続しません」にチェックして、「次へ」ボタンを押してください。 
 

 [3.1.3] 
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（７） 「一覧または特定の場所からインストールする」にチェックして、「次へ」ボタンを押してください。 
 

 [3.1.4] 
 
（８） ダウンロードした plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_XP¥INF フォ

ルダを指定します。「次へ」ボタンを押します。 
 

 [3.1.5] 
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（９） 次のようなメッセージが出る場合は、PocketLogiana.inf を選んで、「次へ」ボタンを押します。

oem*.inf を選ばないでください。 
 

 [3.1.6] 
 
（10） 次のようなメッセージが出る場合は、「続行」ボタンを押します。 
 

 [3.1.7] 
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（11） 次のようなメッセージが出る場合は、「はい」ボタンを押します。 
 

 [3.1.8] 

 
（12） ドライバの更新が終わりました。「完了」ボタンを押します。 
 

 [3.1.9] 
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(13) USB コントローラの下に、Pocket Logiana PL-***があります。 

 [3.1.10] 

 
(14) Pocket Logiana PL-***の位置で、右クリックして「プロパティ」を選んでください。ドライバのバ

ージョンが 1.3.375.0 であれば OK です。 

 [3.1.11] 
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３．２ Windows 2000 の場合 

 
（１）ポケットロジアナをパソコンに接続します。 
 
（２）C:¥WINNT¥INF フォルダにある oem*.inf をテキストエディタで開きます（*は０から順に番号が

付いています）。”USB¥VID_0bcd” を検索します。 

 [3.2.1] 

 
[参考] Windows の検索機能で、「ファイルに含まれる単語または句」を利用すると便利です。

C:¥WINNT¥INF フォルダで右クリックして、検索を選びます。 

 [3.2.2] 
 
”USB¥VID_0bcd” が見つかったら、この行または後の行に、接続しているポケットロジアナの型番

PL-*** があることを確認します。確認ができたら、この oem*.inf を削除します。異なる oem*.inf を削

除しないように注意してください。 
 
（3） 「コントロールパネル」の「システム」をダブルクリックします。 
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（4） システムのプロパティ」ダイアログが開きますので、「ハードウェア」タブをクリックしてください。「デ

バイスマネージャ」ボタンを押してください。 
 

 [3.2.3] 

 
（5） Jungo の下（または、ヒューマンインターフェースデバイスの下）の Pocket Logiana PL-***の

位置で、右クリックして「プロパティ」を選んでください。 
 

 [3.2.4] 
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 (6) 「ドライバ」タブをクリックし、「ドライバの更新」ボタンを押します。 
 

 [3.2.5] 

 
(7) 「次へ」を押します。 
 

 [3.2.6] 
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(8) 「デバイスに最適なドライバを検索する」を選択して、「次へ」を押します。 
 

 [3.2.7] 

 
(9)  「場所を指定」を選択して、「次へ」を押します。 
 

 [3.2.8] 
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（10） ダウンロードした plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_Me_2000 
¥INF¥PocketLogiana.inf を指定します。「OK」を押します。 
 

 [3.2.9] 
 
(11) 「次へ」を押します。 
 

 [3.2.10] 
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(12) 次のようなメッセージが出る場合は、「はい」を押します。 

 

[3.2.11] 
 
(13)  ドライバの更新が終わりました。「完了」ボタンを押します。 

 
[3.2.12] 

 
(14) 再起動します（下記のメッセージが出ない場合も再起動します）。 

 
[3.2.13] 
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(15) WinDriver Virtual device の検出ウィザードがオープンする場合は、以下の手順に従ってく

ださい。 
 

 [3.2.14] 

 

 [3.2.15] 

 

 [3.2.16] 
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 [3.2.17] 

 
ダウンロードした plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_Me_2000¥INF 

¥wd_virtual.inf を指定します。 

 [3.2.18] 
 

 [3.2.19] 
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  [3.2.20] 

 
(16) デバイスマネージャの Jungo の下に、Pocket Logiana PL-***があります。 

 [3.2.21] 
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(17) Pocket Logiana PL-***の位置で、右クリックして「プロパティ」を選んでください。ドライバのバ

ージョンが 5.2.1.0 であれば OK です。 

 [3.2.22] 
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３．３ Windows Me の場合 

 
（１） ポケットロジアナをパソコンに接続します。 
（２） 「コントロールパネル」の「システム」をダブルクリックします。 
（３） 「システムのプロパティ」ダイアログが開きますので、「デバイスマネージャ」タブをクリックしてくだ

さい。ユニバーサルシリアルバスコントローラの下（または Jungo の下）の PL-***の位置で、右クリッ

クして「プロパティ」を選んでください。PL-***は、POCKET LOGIANA と表示されていることもありま

す。 
 

 [3.3.1] 
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(４) 「ドライバの更新」ボタンを押します。 
 

 [3.3.2] 

 
（５） 「ドライバの場所を指定する」にチェックして、「次へ」を押してください。 
 

 [3.3.3] 
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(６)  ダウンロードした plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_Me_2000 
¥INF フォルダを指定します。「次へ」を押します。 
 

 [3.3.4] 
 
(７) 「次へ」をクリックします。 
 

 [3.3.5] 
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(８) ドライバの更新が終わりました。「完了」ボタンを押します。 
 

 [3.3.6] 
 
(９) 再起動します。 
 
(10) WinDriver Virtual device の検出ウィザードがオープンする場合は、ダウンロードした

plogiINF512.ｌｚｈを解凍してできた¥plogiINF512¥Windows_Me_2000¥INF フォルダを指定しま

す。 
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